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（１）避難対策事業

（１５，３９５千円）

津波災害対策として、津波ハザードマップを作

成・配布するとともに、引き続き、津波避難ビルの

指定を行います。

また、避難所機能を強化するために必要な備

蓄資機材配備等の計画を定めます。

（１）救急業務高度化・救急拠点整備事業

（５０，３６９千円）

郡山分遣隊の救急車を高規格化するとともに、喜

入分遣隊の高規格救急車を更新するほか、自動式

心肺蘇生器の整備や高度救急資機材の更新など

を行います。

（４）学校防災教育推進事業

（２，９５３千円）

災害時の児童生徒の安全の

ため、新たに防災教育推進委

員会を設置するとともに、学校

防災に関する防災ノートを作成

し、全児童生徒に配布します。

（３）原子力災害対策事業

（５，６９０千円）

原子力防災に関して、具体的な体制・避難方策等

の調査・検討を行うとともに、避難訓練や市民への

広報等を行います。

（２）高齢者肺炎球菌予防接種事業

（４２，３２１千円）

高齢者の肺炎の発症又

は重症化を防止するため、

肺炎球菌ワクチンの接種を

一部公費負担で実施しま

す。

１.生命・財産を守る防災力の充実

２.医療の充実と市民の健康づくり

東日本大震災以降高まってきている自然災害や原子力災害に対する不安感を払拭

し、また、住み慣れた地域で誰もが健やかに暮らせる社会を築くため、危機管理や防

災力を充実するとともに、子育て環境の充実や高齢者対策の推進、健康・医療の充実

などを図り、安全で安心できるまちづくりを進めます。

（２）８・６水害２０周年事業

（５１３千円）

平成５年の８・６豪雨災害から２０年を迎えるにあ

たり、教訓を後世に伝え、市民の防災意識の高揚

を図るため、シンポジウムの開催等を行います。

２ 守 り ま す ！ 健 や か に 暮 ら せ る 安 全 で 安 心 な ま ち

その他の主な事業

・降灰地域防災営農対策事業

・桜島降灰対策助成事業

・デジタル防災行政無線整備事業

・消防救急無線デジタル化整備事業 など

新 新

新

新
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その他の主な事業

・火災予防思想啓発「消防スケッチ大会」事業(新)

・火の用心！シルバーセーフティ事業(新)

・実体験型警防訓練事業

・慢性腎臓病予防ネットワーク事業(新)

・市立病院建設事業

・元気いきいき検診事業 など

（３）健康増進計画推進事業

（４，８４６千円）

新たに策定した健康増進計画による市民の健

康づくりを推進するため、情報発信を行うとともに

講演会を開催します。

（４）新南部保健センター整備事業

（４１０，９７０千円）

親子つどいの広場との複合施設として、新南部保

健センターを整備します。

〔供用開始予定〕 本年１２月

３.子育てをするなら鹿児島市

（７）こども医療費助成事業

（１，１４５，３６０千円）

入院及び通院時の医療費助成をこれまでの小学

校就学前から小学６年生まで拡大する市独自の助

成制度を設けます。〔本年８月診療分から拡大〕

（３）幼稚園２歳児預かり保育運営費補助金

（１４，１０４千円）

２歳児の預かり保育を実施する幼稚園に対し、児

童の保育に必要な保育材料等の購入経費の一部

を助成します。

（１）保育コーディネーター配置事業

（５，６３４千円）

保育サービスに関する相談や情報提供等を行う

保育コーディネーターを配置します。

（６）親子つどいの広場整備事業

（２２４，３３６千円）

南部地域の親子つどいの広場の建築工事等を

行うとともに、北部地域の親子つどいの広場の建

築工事に着手します。

〔供用開始予定〕

南部地域

本年１２月

北部地域

２６年度前半

（４）保育士等処遇改善臨時特例事業

（１９７，１６５千円）

保育士の人材確保対策を推進するため、保育士

の処遇改善に取り組む保育所へ補助金を交付しま

す。

（５）認可外保育施設保育士資格取得支援補助金

（４，２６３千円）

認可外保育施設の保育従事者の保育士資格取得

の受講に伴う代替要員の費用等を助成します。

２ 守 り ま す ！ 健 や か に 暮 ら せ る 安 全 で 安 心 な ま ち

（２）認可外保育施設保育料補助金

（７２，７８９千円）

保育に欠ける児童を認可外保育施設に預けて

いる保護者の経済的負担を軽減するため、保育

料の一部を助成します。

新

新

新

新

新

新
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（２）高齢者福祉センター建設事業

（２，２９８千円）

高齢者相互のふれあいと交流を図り、生きがいと

健康づくりを支援するため、高齢者福祉センターを

伊敷地域に建設します。本年度は、基本計画を策

定します。

（４）医療と介護の連携推進事業

（１，２９４千円）

医療や介護等のサービスを切れ目なく一体的に

提供する「地域包括ケアシステム」を構築するた

め、本市の在宅医療の実態を把握するとともに、医

療・介護等の従事者による多職種間の連携強化を

図ります。

（５）認知症等見守りメイト活動事業

（１，３２４千円）

認知症と思われる一人暮らし高齢者等の見守り

や家族への支援を行う認知症等見守りメイトを養

成します。

（３）ひとり暮らし高齢者等安心通報システム設置事業

（４７，７２５千円）

ひとり暮らし高齢者等の世帯で、急病などの緊急

時に押しボタンやセンサーの通報により警備員が駆

けつける新たな通報システムを設置します。

（６）すこやか長寿まつり開催事業

（１２，８７７千円）

高齢者の社会参加や健康・生きがいづくりを促

進するとともに、家族・地域とのつながりを実感で

きるスポーツ・文化のイベントを実施します。

（１）高齢者いきいきポイント推進事業

（７，９０２千円）

高齢者が介護保険施設等で行うボランティア活

動や健康診査の受診に対して、ポイントを付与

し、貯まったポイントを換金することで、高齢者の

介護予防を推進します。

４.高齢者が生き生きと元気に暮らせるまちづくり

その他の主な事業

・病児・病後児保育事業

・子どもすこやか安心ねっと事業

・妊婦健康診査・健康相談事業

（８）児童虐待対策事業

（２，１１０千円）

子どもに関する相談機能を充実し、関係機関との

連携を強化するため、「要保護児童対策地域協議

会」に新たに「子ども相談連絡部会」を設置します。

２ 守 り ま す ！ 健 や か に 暮 ら せ る 安 全 で 安 心 な ま ち

その他の主な事業

・敬老パス交付事業

・介護老人福祉施設等整備費補助金 など

新

新

新

新

新
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（３）難聴児補聴器購入助成事業

（９５７千円）

１８歳未満で身体障害者手帳の交付対象とならな

い難聴児の補聴器購入に対し助成します。

（４）チャレンジド大賞表彰事業

（４９２千円）

障害者の社会参加と自立支援を促進するため、

様々な分野において輝いている障害者等を表彰す

る「チャレンジド大賞」を創設します。

その他の主な事業

・障害福祉サービス給付事業

・ひとり暮らし障害者等安心通報システム

設置事業(新)

・友愛パス・友愛タクシー券交付事業 など

（２）児童発達支援事業専門員加算等補助金

（２５８，８６２千円）

児童発達支援事業所等の専門指導員に係る

経費等について補助するとともに、新たに、重症

心身障害児が通う事業所に対し、看護師等の

経費の一部を助成します。

（１）セーフコミュニティ推進事業

（２）セーフコミュニティ対策事業

（８，５３８千円）

セーフコミュニティの認証取得に向けて、交通安

全、学校の安全など７つの分野別対策委員会を設

置し、推進体制の整備を行うほか、各委員会におい

て、具体的な施策の推進に取り組みます。

（３）消費者教育推進事業

（６３９千円）

各地域公民館等において消費生活に関する講座

を開設します。また、市立中・高等学校の生徒の消

費者被害を未然に防止するため、講演会や出前授

業を実施します。

（１）障害者基幹相談支援センター事業

（２７，５７１千円）

身体・知的・精神及び発達障害を対象とした総

合的な相談等を行う基幹相談支援センターを運営

するとともに、新たに設置する「障害者自立支援

協議会子ども部会」を運営します。

（４）暴力団排除条例制定事業

（３０８千円）

暴力団の不当な行為による市民生活等への影

響を防止し、市民の安全かつ平穏な生活の確保

を図るため、暴力団排除条例を制定します。

その他の主な事業

・「気をつけもんそ」消費者トラブル防止事業

・消費生活エキスポかごしま事業

（５）障害福祉窓口呼出システム導入事業

（９２８千円）

障害福祉窓口来客者の利便を図るため、番号札

自動交付機を窓口に設置します。

５.障害のある方へのきめ細かな福祉の充実

６.安全・安心を実感できるまちづくり

２ 守 り ま す ！ 健 や か に 暮 ら せ る 安 全 で 安 心 な ま ち

新

新

新

新

新

新


